
宿舎借り上げ支援事業
＜特別養護老人ホーム＞

申請書作成マニュアル

補助金交付申請 編



補助金交付・貸付金貸付申請書

申請書を提出する日付を記入ください。申請締め切り日を超えてしまう場合
は、高齢福祉課あてご相談ください。

オレンジ枠の箇所についてご記入をお願いします。

どちらかに○をつけてください。

助成を受ける目的及び内容をご記入ください。

どちらかに○をつけてください。



補助金所要額内訳書

後述の補助金所要額内訳書（別紙）の内容と齟齬が
無いようにしてください。

オレンジ枠の箇所についてご記入をお願いします。



補助金所要額内訳書（別紙）

①申請書を提出する日付を記入ください。

オレンジ枠の箇所について、ご記入をお願いします。

④対象者が実際に居住している、もしくはする予定
の期間を記入してください。
※開始日について、令和７年４月１日より前から居
住している場合は、実際に居住を開始した日ではな
く、「令和７年４月１日」と記載ください
※途中で宿舎を引っ越した場合は、宿舎ごとに内訳
書を追加して作成ください。

②雇用契約書の氏名と齟齬が無いように
してください

①

②

③

③申請可能な職種
介護職員、生活相談員、看護職員、
作業療法士、栄養士、機能訓練指導
員、介護支援専門員、医師

④



補助金所要額内訳書（別紙）

オレンジ枠の箇所について、ご記入をお願いします。

①月の途中から入居を始めた場合は、家賃と共益費を
それぞれ日割り計算（小数点以下切り捨て）で算出し
てください。
例）家賃100,000円で４月１６日から入居開始
→100,000÷30日（対象月の日数）×15日（入居日数）
＝49,999.9999…円
＝49,999円

①

②

②支払った礼金及び更新料は入居した月数で割り返して（小数点以下切り捨
て）各月に振り分けてください。
例） ５月に入居を開始日し、４月に更新料100,000円を支出
→100,000円÷11か月（５月～３月）
＝9,090.9090…円
＝9,090円
※月の途中から入居を始めた場合、日割り計算をする必要はありません。



誓約書

補助金所要額内訳書（別紙）の内容と齟齬が無いようにしてください。

オレンジ枠の箇所についてご記入をお願いします。

申請書の申請日より前の日付を記入ください。



賃貸借契約書・使用契約書・雇用契約書

①住所、賃借料、共益費、礼金及び更新料が、所要額内訳書（別紙）及び誓約書と一致している必要が
あります。

→各項目が読み取れる契約書を提出してください。

②契約期間が所要額内訳書（別紙）の補助期間を超えている必要があります。
→補助期間が令和７年度４月１日～３月３１日の場合、契約期間は令和８年度４月以降が契約終期であ
る必要があります。申請後、年度内に契約更新を行う場合は、実績報告のタイミングで更新後の契約
書の写しを提出してください。

宿舎の住所、法人名、使用者（入居者）名が記載されたものを提出してください。
※特別養護老人ホーム介護職員宿舎借り上げ事業は提出不要です。

雇用者、被雇用者、雇用開始日、就業場所、雇用条件が記載されたものを提出してください。

賃貸借契約書

使用契約書

雇用契約書



理由書・事業計画書・財産目録・賃借対照表・収支計算書
・申請者の営む主な事業を確認できる書類

様式は任意ですが、提出日、宛先、法人名、法人所在地、代表者氏名、補助金を申請する理由が記載さ
れたものを提出してください。

事業所単位ではなく、法人全体の最新の書類を提出してください。
※法人名が記載されていることを確認してください。

事業所単位ではなく、法人の営む主な事業が確認できる書類を提出してください。
※法人名、法人所在地が記載されていることを確認してください。

理由書

事業計画書・財産目録・賃借対照表・収支計算書

申請者の営む主な事業を確認できる書類
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